石原渥勇前会長（IIR第1期）は80歳の誕生日を目前に2013年2月19日、安らかに神のみもとに旅立たれました。

石原さんはIIR 50周年記念事業を通じてIIR OB・OG会の活性化に大きな貢献をされ、OB・OG会の新しい流れを出発させました。
早苗子さまという良き伴侶に恵まれ、一人の誇りある日本人として、真の世界平和を望みつつ国際ビジネスマンとして活躍し、慶應義塾とIIRを愛し、IIRとOB・OG会の存続を強く願って生をまっとうされました。

2月21日の告別式（お別れの会）は、日本キリスト教団行人坂教会で朝日研一朗牧師により取り行われました。朝日牧師は、石原渥勇少年と進駐軍将校Capt. Gerberとの数奇な出会いに始まり、慶應義塾との出会い、キリスト教入信、Shell石油での経歴、社会経済生産性本部の海外での仕事を含む石原渥勇の人間性あふれる人生を語り参会者と共有しました。

OB・OG会全会員に代り会長が奥様を弔問し、幹事長は弔電と生花を送り、弔電は告別式で読み上げられました。参列者は伊勢桃代（会長）、本田 正三（1期）、安倍 宏行（副会長）、岩田 紘行（幹事長）、加藤 彰夫（元幹事長）、小田 聡（役員）、真鍋 政季（役員）、桂 照男（役員）、肥田 良夫（前副会長）でした。出席できなかった中江 隆耀（副会長）と亘理 泰（前副会長）の心は参列者と共にありました。

石原さんありがとうございました。あなたが友として教えて残したことを忘れません。

IIRの灯火が受け継がれることを信じて生きたあなたの思いとともに。
合掌（文責 肥田 良夫）
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